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船舶事故調査報告書 

 

                               令和元年９月４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 浸水 

発生日時 平成３１年２月８日 １０時００分ごろ 

発生場所 沖縄県竹富
たけとみ

町波照間
は て る ま

島南東方沖 

波照間島灯台から真方位１４２°２６海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯２３°４２.０′ 東経１２４°０６.０′） 

事故の概要  漁船知聖
ち せ い

丸は、東北東進中、左舷船首方から波が打ち込んで左舷側

に傾斜し、機関室内に浸水した。 

 知聖丸は、乗組員が救助された後、船体が行方不明となった。 

事故調査の経過  平成３１年２月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 知聖丸、４.６７トン 

 ＯＮ３－２６１６４（漁船登録番号）、個人所有 

 ９.４０ｍ（Lr）×２.２７ｍ×１.００ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１１０.３０kＷ、昭和５４年１０月２９日 

第２９６－１００７４号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３２歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２５年６月２８日 

  免許証交付日 平成３０年４月９日 

（令和５年６月２７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損（船体行方不明） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ３～４、視界 良好 

海象：波高 約２～３ｍ 

沿岸波浪実況図によれば、沖縄県石垣市石垣島沖における波浪の状

況は、次のとおりであった。 

７日 ２１：００ 波向 東南東、波高 １.０ｍ、周期 ９秒 

風向 北北西、風速 ２ノット（kn）（約１.０

m/s） 

８日 ０９：００ 波向 北、波高 ２.０ｍ、周期 ８秒 

風向 北北東、風速 １３kn（約６.７m/s） 
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２１：００ 波向 北、波高 ２.９ｍ、周期 １０秒 

風向 北北東、風速 １３kn（約６.７m/s） 

沖縄県八重山地方には、平成３１年２月８日０２時１３分、沖縄県

宮古島地方には、平成３１年２月８日０２時４５分に波浪注意報（有

義波高２.５ｍ）がそれぞれ発表され、本事故当時も継続中であっ

た。 

 事故の経過  本船は、船長及び甲板員１人が乗り組み、そでいか
．．．．

漁の目的で、平

成３１年１月１０日１２時００分ごろ沖縄県与那原
よ な ば る

町当添
とうぞえ

漁港を出港

した。 

本船は、宮古島市宮古島南方沖で操業を行った後、荒天時の避難及

び燃料等の補給を石垣市石垣港で行いながら波照間島南方沖で操業を

行い、２月６日及び７日の０５時、１０時及び１９時に無線で入手し

た気象情報で、８日は次第に時化
し け

て波高が３ｍとなる予報だったので

帰港することとした。 

本船は、約１０Ｍ離れた場所で操業を行っていた僚船と無線で連絡

を取り、僚船と同航しながら帰航途中で操業を行い、状況によっては

宮古島で避難及び燃料等の補給を行うこととし、７日２３時００分ご

ろ宮古島方面に向け、約５kn の対地速力で自動操舵により東北東進

した。 

 本船は、船長が思っていたより早く風が強くなり、波高が約２～３

ｍとなって、左舷船首方から波を受けながら航行中、８日１０時００

分ごろ波間に落ちた際に左舷船首方から波が打ち込み、流入した海水

が左舷甲板上に滞留して左舷側に傾斜した。 

 本船は、船長から甲板員に操船を交替し、船長が漁具を右舷側に寄

せて本船の傾斜を修正しようと左舷船尾部に出たところ、再び左舷船

首方から波が打ち込んで更に左舷側に傾斜し、操舵室内にある機関室

出入口の隙間から白煙が上がった後、主機が停止した。 

船長は、本船の左舷ブルワーク上端が海面に浸かり、自身の胸辺り

まで海水が滞留しているのを認め、甲板員と共に操舵室にある固型式

の救命胴衣を着用し、無線で僚船に本船の位置を伝えて救助を要請し

た。 

船長及び甲板員は、本船の傾斜が左舷側に大きくなってきたので、

右舷側に登って脱出した後、右舷側を上にして半没状態となった本船

の右舷外板上で救助を待った。 

 本船は、風波により南方に漂流していたところ、１３時２０分ごろ

僚船に発見され、船長及び甲板員の全員が救助された。 

船長及び甲板員は、僚船を通じて本事故発生の通報を受けて来援し

た海上保安庁のヘリコプターにより、１６時３０分ごろ石垣市に搬送

された。 

 本船は、本船が所属する漁業協同組合からの依頼を受けた石垣市の
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漁船により捜索されたが、船体が行方不明となった。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船（本事故発生前） 参

照） 

 その他の事項 本船は、甲板上からブルワーク頂部までの高さが約１.０～１.５ｍ

であった。 

本船は、上甲板のほぼ中央部に操舵室が、同室下方に機関室がそれ

ぞれ設けられていた。 

本船は、機関室出入口が操舵室内及び船体中央部に設けられてお

り、本事故当時、いずれも閉められていた。 

本船は、操舵室前方左舷側に直径約３０～４０cmの機関室空気取入

口が、また、左舷船尾部に直径約１０～２０cmの機関室への電気配線

を通す貫通部がそれぞれ設けられており、いずれも甲板上から約１ｍ

の高さの位置に設けられていた。 

なお、機関室空気取入口の上部には、マッシュルーム型のカバーが

取付けられ、上方から直接水が入らないようになっていた。 

船長は、左舷甲板上に自身の胸辺りまで海水が滞留していたので、

電気配線を通す貫通部から機関室に海水が流れ込んで浸水したのでは

ないかと本事故後に思った。 

本船は、機関室の両舷側にそれぞれ２個、船尾側に１個の燃料タン

クを備え、両舷側の同タンクは内部で２つに分けられており、左舷船

首側の燃料タンクから主機直結で燃料油が供給されるようになってい

た。 

本船は、主機直結の燃料タンクが空になった場合、他の燃料タンク

から主機直結の燃料タンクに燃料油が移送されていた。 

（図１ 参照） 
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本船は、両舷ブルワーク沿いに燃料タンクの空気抜き管（逆Ｕ字

型）が甲板上から少し高い位置にそれぞれ設けられていた。なお、同

管頭に海水侵入防止の蓋などがあったかは明らかにすることができな

かった。 

本船は、両舷ブルワーク下部に放水口が６か所ずつ設けられてお

り、ふだん、波を被
かぶ

っても甲板上に海水が滞留するようなことはなか

った。 

船長は、これまでにも航行中に気象及び海象が悪化したことがあっ

たが、本船が波間に落ちて船内に波が打ち込んだ経験がなかったの

で、本事故当時、それほど危険とは思っていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

  

あり 

あり 

あり 

本船は、波照間島南東方沖を東北東進中、船長が、波高が高くなる

気象情報を入手していたものの、これまでも気象及び海象が悪化した

状況で航行したことがあったので問題ないと思い、操業を続けたこと

から、帰航する時機が遅れ、波高が約２～３ｍとなって波間に落ちた

際、左舷船首方から波が打ち込んで海水が滞留し、左舷側に傾斜して

電気配線を通す貫通部から海水が流れ込み、機関室に浸水したものと

考えられる。 

本船は、機関室に浸水して主機が濡損したこと又は主機直結の燃料

タンクの空気抜き管から主機の燃料油系統に海水が混入したことか

図１ 本船の概略図 
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ら、主機が停止した可能性があると考えられるが、その状況を明らか

にすることはできなかった。 

原因 本事故は、本船が、波照間島南東方沖を東北東進中、船長が、波高

が高くなる気象情報を入手していたものの問題ないと思い、操業を続

けたため、帰航する時機が遅れ、左舷船首方から波が打ち込んで海水

が滞留し、左舷側に傾斜して電気配線を通す貫通部から海水が流れ込

み、機関室に浸水したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶は、風波の影響を受けやすいので、堪航性を考慮し、気

象及び海象の悪化が予想される場合には、移動時間も考慮して早

期に操業を終えて帰港又は避難港に避難すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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写真１ 本船（本事故発生前） 

 

 


